
n
し
、

ヵ

つ
ま
り
、
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
余
り
変
わ
り
な
く
、
た
だ
現
行
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
か
ら
「
修
身
」
、
「
体
操
」
を
削
除
し
た
程
度
の
も
の
（
こ
の

二
科
目
は

師
範
科
で
は
必
修
科
目
と
な

って

い
る
。）
と
な
っ
て
い
る
。
別
案
と
し
て
日
本
画

科
、
西
洋
画
科
、
彫
刻
科
の
学
科
に
つ
い
て
は
必
修
科
目
と
撰
択
科
目
に
分
け

る
こ
と
と
区
分
の
具
体
例
を
も
示
し
て
い
る
が
、
要
す
る
に
第
一
の
改
正
案
に

見
ら
れ
る
上
記
三
科
の
実
技
優
先
志
向
は
後
退
せ
し
め
ら
れ
た
感
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
改
革
の
検
討
が
実
効
を
奏
す
る
の
は
大
正
十
二
年
三
月
の
東
京

美
術
学
校
規
則
改
正
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
間
、
改
正
案
が
い
か
な
る
変
遷

を
と
げ
た
か
を
示
す
資
料
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、

一
方
で
各
科
、
各
部
門
ご

と
に
さ
ま
ざ
ま
の
か
た
ち
で
改
革
が
検
討
さ
れ
た
様
子
を
教
官
会
議
関
係
書
類

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

福
井
江
亭
休
職
、
渡
辺
香
涯
起
用

大
正
六
年
二
月
十
五
日
、
日
本
画
科
教
授
福
井
江
亭
が
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
た

（
同
八
年
休
職
満
期
退
官
）
。
休
職
理
由
に
つ
い
て
学
校
当
局
は
文
部
大
臣
秘
書
官

宛
文
書
案
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

コ
―――-P 

本
校
彫
刻
科
中
木
彫
部
牙
彫
部
及
金
工
鋳
造
漆
エ
ノ
三
科
二
課
ス
ル
絵
諏
皐ハ

従
来
箪
二
絵
霊
ヲ
赦
授
シ
来
リ
タ
ル
ガ
今
後
二
於
テ
ハ
絵
驚
ノ
技
術
ノ
ミ
ナ

ラ
ス
可
成
能
ク
其
科
ノ
実
習
卜
連
絡
セ
シ
メ
相
侯
チ
テ
技
巧
ノ
上
進
ヲ
速
ヵ

ナ
ラ
シ
メ
ン
ク
メ
園
案
應
用
ヲ
主
ト
ス
ル
絵
鸞
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
、
致
シ
候
処

従
来
搬
任
ノ
福
井
教
授
ハ
圃
山
派
ニ
シ
テ
此
目
的
二
副
フ
ヲ
得
ス
依
リ
テ
今

回
休
職
上
申
致
候
儀
二
有
之
候
也

②
 

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
香
涯
は
本
名
啓
―
―
-
。
明

治
三
十
年
本
校
卒
業
後
日
本

画
研
究
科
に
進
ん
だ
が
同
三

十
一
年
五
月
に
退
学
。
そ
の
後
荘
内
尋
常
中
学
校
、
前
橋
中
学
校
、
正
倉
院
御

物
整
理
掛
等
に
勤
務
す
る
傍
ら
日
本
画
や
図
案
を
制
作
し
た
。
大
正
九
年
に
は

教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
昭
和
八
年
休
職
（
退
官
）
す
る
ま
で
主
に
工
芸
部
の
絵
画
授

業
を
担
当
し
て
い
る
。

休
職
し
た
江
亭
は
朝
鮮
、
満
州
、
支
那
へ
の
私
費
旅
行
に
出
発
し
、
大
正
八
年

二
月
に
帰
国
。
そ
の
後
千
葉
県
の
菊
問
山
荘
で
制
作
三
昧
の
生
活
を
営
ん
だ
。

③

モ
デ
ル
規
程
改
正

改
革
運
動
の
余
波
を
受
け
て
種
々
の
改
善
案
が
検
討
さ
れ
る
な
か
で
、
大
正

六
年
四
月
に
モ
デ
ル
規
程
の
改
正
が
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

0
モ
デ
ル
規
定

一
、
モ
デ
ル
ハ
赦
務
掛
其
取
締
二
任
ス

二
、
モ
デ
ル
ハ
検
査
ノ
上
之
ヲ
採
用
ス

福井江 亭

江
亭
の
後
任
に
は
こ
の
二

日
後
に
渡
辺
香
涯
が
嘱
託
と

し
て
起
用
さ
れ
、
上
記
諸
科

お
よ
び
図
案
科
の
絵
画
授
業

(
「
大
正
六
年
職
員
二
関
ス
ル
書
類
庶
務
掛
」
）
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十
三
、
本
校
卒
業
生
ニ
シ
テ
モ
デ
ル
傭
入
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
願
二
依
リ
一
定

0
モ
デ
ル
應
募
者
心
得

一
、

「
モ
デ
ル
」
ハ
本
校
二
於
テ
施
行
ス
ル
検
査
二
合
格
シ
タ
ル
者
ヲ
採
用

ノ
期
間
本
校
モ
デ
ル
選
定
所
二
於
テ
選
定
ヲ
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

十
二
、

モ
デ
ル
日
給
額
並
二
其
支
給
日
ハ
別
二
之
ヲ
定
ム

十

ヽ

モ
デ
ル
選
定
ヲ
終
レ
ハ
直
二
同
一
所
ヲ
閉
鎖
ス

+
、 行

フ
モ
ノ
ト
ス

五
、
モ
デ
ル
検
査
二
合
格
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ

指
定
ノ
モ
デ
ル
タ
ル
コ
ト
ヲ
証
ス

六
、

モ
デ
ル
指
定
期
間
ハ
一
ヶ
年
ト
シ
更
二
検
査
ノ
上
採
否
を
決
ス
ル
モ
ノ

八
、

モ
デ
ル
選
定
ハ
毎
週
月
曜
日
（
噂
贔
五
亘
[
)
始
業
十
分
前
ョ
リ
三
十
分
間

モ
デ
ル
選
定
所
二
於
テ
之
ヲ
行
ヒ
其
週
間
傭
入
ノ
契
約
ヲ
為
シ
モ
デ
ル

証
二
記
入
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

九
、

但
場
合
二
依
リ
臨
時
選
定
ヲ
行
ヒ
又
ハ
前
週
ョ
リ
選
定
ヲ
為
ス
コ
ト

ヲ
得

モ
デ
ル
選
定
ハ
当
該
科
担
任
赦
官
之
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

但
級
長
ヲ
シ
テ
之
力
代
理
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

モ
デ
ル
選
定
所
ニ
ハ
関
係
者
以
外
ノ
者
ヲ
シ
テ
立
入
ラ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス

セ
シ
ム

七
、
校
内
ニ
モ
デ
ル
控
所
、

モ
デ
ル
選
定
所
ヲ
設
ケ
且
ツ
男
女
其
所
ヲ
異

ト
ス

「
モ
デ
ル
証
」
ヲ
交
付
シ
本
校

三
、

モ
デ
ル
検
査
ハ
随
時
之
ヲ
行
フ

四
、

モ
デ
ル
検
査
ハ
西
洋
画
科
及
彫
刻
科
教
官
並
二
教
務
掛
立
会
ノ
上
之
ヲ

四
、

コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

二
、
「
モ
デ
ル
」
志
望
者
ハ
住
所
、
姓
名
、
年
齢
ヲ
記
シ
タ
ル
願
書
（
紐
竺
一で
）

ヲ
本
校
数
務
掛
二
差
出
ス
ベ
シ

「
モ
デ
ル
」
志
望
者
ノ
検
査
ハ
語
時
之
ヲ
行
フ

「
モ
デ
ル
」
検
査
二
合
格
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
「
モ
デ
ル
証
」
ヲ
交
付
シ
本

校
指
定
モ
デ
ル
タ
ル
コ
ト
ヲ
証
ス

五
、

モ
デ
ル
指
定
期
問
ハ
一
ケ
年
ト
ッ
更
二
検
査
ノ
上
採
否
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ

〇
モ
デ
ル
心
得

一
、

モ
デ
ル
ハ
校
門
出
入
ノ
際
必
ラ
ズ
モ
デ
ル
証
ヲ
門
衛
二
示
ス
ベ
シ

二
、

モ
デ
ル
ハ
毎
週
月
曜
日
（
門
直
門
戊
戸
？卜
）
其
週
間
ノ
傭
入
選
定
ヲ
為
ス
ヲ

以
テ
当
日
始
業
十
分
前
本
校
所
定
ノ
モ
デ
ル
控
所
二
集
合
シ
掛
員
ノ
指

図
ヲ
受
ク
ベ
シ

ス
但
場
合
二
依
リ
臨
時
選
定
ヲ
行
ヒ
又
ハ
前
週
ョ
リ
傭
入
選
定
ヲ
為
ス

モ
デ
ル
ハ
毎
日
授
業
開
始
前
数
務
掛
ョ
リ
「
モ
デ
ル
教
室
出
退
票
」
ヲ

受
取
リ
之
ヲ
其
科
教
官
二
提
出
ッ
認
印
ヲ
受
ヶ
退
場
ノ
際
之
ヲ
赦
務
掛

ニ
返
納
ス
ヘ
シ

四
、

モ
デ
ル
ハ
病
気
又
ハ
其
他
ノ
事
故
二
依
リ
欠
席
若
ク
ハ
遅
刻
セ
ン
ト
ス

ル
ト
キ
ハ
定
刻
迄
二
其
旨
数
務
掛
二
届
出
ッ
ヘ
シ

五
、

モ
デ
ル
ハ
無
断
欠
席
若
ク
ハ
遅
刻
シ
タ
ル
時
ハ
其
既
二
出
席
シ
タ
ル
給

額
ヲ
モ
給
セ
ズ

六
、

モ
デ
ル
ハ
教
室
ニ
ア
ル
ト
キ
ハ
其
科
赦
官
又
ハ
級
長
ノ
指
揮
ヲ
受
ク
へ

ト
ス
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◇
モ
デ
ル
同
盟
し
て
美
術
學
校
を
凹
ま
す

十
一

、

十
二
、
非
傭
期
間
ハ
選
定
時
ノ
外
本
校
二
出
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス

十
三
、
轄
居
ノ
時
ハ
速
二
届
出
ツ
ヘ
シ

十
四
、
不
都
合
卜
認
ム
ル
行
為
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ

且
ッ
休
後
採
用
七
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

（「
自
明
治
四
十
四
年
一
月
至
年
月

シ

教
務
内
規
、
諸
規
定
書
類
教
務
掛
」
）

本
校
は
明
治
二
十
九
年
西
洋
画
科
が
設
置
さ
れ
て
モ
デ
ル
採
用
が
始
ま
っ
た

と
き
か
ら
斡
旋
業
者
宮
崎
キ
ク
（
大
正
四
年
歿
）
、
次
い
で
息
子
宮
崎
幾
太
郎
の

仲
介
に
よ
っ
て
モ
デ
ル
を
採
用
し
て
き
た
が
、
今
回
の
規
程
改
正
に
際
し
て
宮

崎
と
本
校
と
の
間
に
麒
甑
が
生
じ
た
。
新
規
則
に
よ
る
最
初
の
モ
デ
ル
選
定
日

で
あ
る
新
学
期
第
一
日
目
の
四
月
九
日
に
は
宮
崎
も
モ
デ
ル
も
出
頭
し
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
生
徒
が
騒
ぎ
出
し
、
諸
新
聞
は
ま
た
し
て
も
騒
動
か
と
大
々
的

に
報
道
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
記
事
の
中
に
は
左
記
の
よ
う
に
本
校
の
モ
デ
ル
採

用
事
情
を
知
る
上
で
役
立
つ
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の
事
件
を
機
に
本
校
は

暫
く
宮
崎
の
出
入
り
を
差
し
止
め
、
直
接
募
集
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
モ
デ
ル
証
」
ヲ
引
上
ゲ

七
、
モ
デ
ル
ハ
其
科
数
官
又
ハ
級
長
ノ
許
可
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
妄
リ
ニ

数
室
外
二
出
ツ
ル
ヲ
許
サ
ス

八
、
モ

デ
ル
ハ
校
ノ
内
外
ヲ
問
ハ
ス
生
徒
二
対
シ
雑
談
ス
ヘ
カ
ラ
ス

九
、
モ
デ
ル
ハ
所
定
以
外
ノ
場
所
二
於
テ
喫
姻
飲
食
ス
ヘ
カ
ラ
ス

+
、
モ
デ
ル
ハ
妄
リ
ニ
他
ノ
室
二
入
リ
又
ハ
校
内
ヲ
徘
徊
ス
ヘ
カ
ラ
ス

モ
デ
ル
ハ
授
業
時
間
終
レ
ハ
直
二
帰
還
ス
ヘ
シ

け
て
待
受
る
と
モ
デ
ル
は

1
1
新
學
期
か
ら
モ
デ
ル
を
官
螢
に
し
た
為
め
宮
崎
の
大
憤
慨

し
ん
じ
ゅ
う
だ
て

悉
く
宮
崎
に
心
中
立
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
企
つ
1
1

東
京
美
術
學
校
内
に
は
従
来
モ
デ
ル
集
合
所
と
云
ふ
大
き
な
部
屋
が
あ
っ
て

毎
週
月
曜
日
の
朝
八
九
時
頃
か
ら
四
五
十
人
の
男
女
の
モ
デ
ル
が
押
掛
け
日

◇
モ
デ
ル
の
市
が
立
つ
諜
で
多
敷
の
美
術
家
は
モ
デ
ル
の
好
い
の
か
ら
引
抜

い
て
行
く
の
で
市
場
の
元
締
と
も
云
ふ
べ
き
美
術
學
校
は
何
時
も
賣
れ
残
り

を
取
る
と
い
ふ
貧
乏
紙
を
引
い
て
居
つ
た
の
が
原
因
と
な
り
一
ツ
に
は
モ
デ

ル
改
善
の
必
要
も
あ
っ
て
既
報
の
如
く
モ
デ
ル
官
螢
を
思
ひ
立
ち
去
月
十
八

日
モ
デ
ル
の
問
屋
宮
崎
幾
太
郎
を
通
じ
て
男
女
の
モ
デ
ル
四
五
十
人
を
市
場

の
集
合
所
に
集
め
改
め
て
モ
デ
ル
官
螢
を
宣
言
し
夫
れ
に
は
罷
格
検
査
を
し

◇

一
年
間
有
効
の
許
可
證
を
興
へ
右
合
格
者
に
限
つ
て
従
来
の
日
給
額
女
の

四
十
五
錢
は
二
錢
増
し
男
の
四
十
五
錢
は
五
錢
増
し
と
し
尚
ほ
最
初
の
試
瞼

は
新
學
期
の
開
始
期
な
る
去
九
日
と
定
め
て
あ
っ
た
が
こ
れ
で
は
問
屋
の
宮

崎
が
大
弱
り
、
翌
日
鈴
川
〔
信
―
]
数
務
主
任
を
訪
問
し
て
抗
議
を
申
入
れ

た
所
が
鈴
川
氏
は
必
ず
し
も
官
螢
に
限
る
と
云
ふ
の
で
な
い
と
答
へ
た
そ
う

だ
が
然
る
に
九
日
に
は
今
迄
の
市
場
を
更
に
披
張
し
て
別
に
試
験
室
を
も
設

◇

一
人
も
来
ず
十
時
過
ぎ
に
な
っ
て
男
の
モ
デ
ル
で
三
人
程
迷
込
ん
で
来
た

ば
か
り
で
女
は
影
も
形
も
見
せ
な
い
の
で
多
敷
の
生
徒
は
稽
古
が
出
来
ぬ
始

末
に
数
務
主
任
は
大
に
面
喰
ら
っ
て
敷
回
小
使
を
問
屋

へ
走
ら
し
た
が
宮
崎

は
喧
嘩
を
賣
ら
れ
た
美
術
學
校
へ
行
く
必
要
は
な
い
と
云
つ
て
動
か
ず
同
校

て
合
格
者
に
は

給
を
多
分
に
呉
れ
さ
う
な
美
術
家
の
選
抜
を
待
構
へ
る
、
即
ち
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で
は
已
む
な
く
一
時
の
窮
策
と
し
て
洋
霊
科
生
に
到
し
て
二
週
間
の
郊
外
癌

生
を
課
し
て
お
茶
を
濁
さ
う
と
し
た
が
多
敷
の
學
生
は
不
平
を
嗚
ら
し
て
止

ま
な
い
の
で

ゐ
た
た
ま

△
鈴
川
主
任
は
居
堪
ら
ず
菩
後
策
を
講
ず
る
為
め
目
下
箱
根
滞
在
中
の
正
木

〔
直
彦

l

校
長
に
相
談
す
べ
く
午
後
二
時
東
京
騨
登
列
車
で
出
稜
し
た
、
右

に
付
モ
デ
ル
問
屋
の
主
人
は
日
く
、
『
去
月
十
八
日
美
術
學
校
か
ら
モ
デ
ル

の
橙
格
試
験
を
行
ふ
か
ら
出
来
る
だ
け
多
く
集
め
ろ
と
云
は
れ
た
の
で
諸
方

を
駈
廻
つ
て
六
十
餘
人
を
集
め
た
所
が
試
験
は
せ
ず
に
鈴
川
さ
ん
が
今
後
は

學
校
で
直
接
に
モ
デ
ル
を
募
集
す
る
事
を
話
し
同
時
に
日
給

◇
値
上
げ
の
事
迄
も
告
げ
た
と
云
ふ
事
で
す
か
ら
私
は
翌
日
鈴
川
さ
ん
に
面

會
し
大
学
論
に
及
ん
だ
の
で
其
時
已
に
同
校
と
は
縁
が
切
れ
て
居
た
の
で
す

其
の
事
を
聞
知
っ
た
多
く
の
モ
デ
ル
は
宮
崎
さ
ん
が
縁
を
切
っ
た
位
な
ら

ば
私
逹
も
縁
を
切
る
と
云
つ
て
八
日
の
日
な
ど
に
も
私
方
へ
五
十
餘
人
も
集

ま
つ
て
九
日
に
は
断
じ
て
出
な
い
と
申
合
せ
た
の
で
す
決
し
て
私
か
ら
勧

め
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
本
日
は
三
度
も
迎
ひ
を
受
け
ま
し
た
が
已
に
縁

を
切
っ
た
以
上
は
呼
ば
れ
る
筈
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
断
り
ま
し
た
』

云
々

（
四
月
十
日
『
時
事
新
報
』）

モ
デ
ル
屈
入
を
直
螢
に
す
る

宮
崎
は
美
術
學
校
と
到
峙
し
て
集
會
所
新
設
の
計
聾

東
京
美
術
學
校
で
は
毎
週
月
曜
、
モ
デ
ル
集
會
所
に
モ
デ
ル
を
招
集
し
て
所

要
の
人
員
を
採
る
の
で
あ
る
が
、
校
外
の
美
術
家
は
早
く
も
そ
の
日
に
来
て

ゐ
て
待
ち
設
け
―艮
い
の
が
来
る
と
連
れ
て
行
っ
て
了
ふ
、
為
に
學
校
で
は
何

時
も
残
っ
た
屑
ば
か
り
使
用
す
る
や
う
な
結
果
を
見
る
の
で
、
和
田
英
作
氏

の
説
に
よ
っ
て
巴
里
の
美
術
學
校
で
行
っ
て
ゐ
る
や
う
に
モ
デ
ル
を
検
査
し

て
一
年
間
有
効
の
モ
デ
ル
證
を
渡
し
置
き
、
必
要
な
時
に
は
そ
れ
を
使
用
す

る
事
に
改
め
、
其
旨
モ
デ
ル
の

▲
周
旋
業
谷
中
坂
町
宮
崎
幾
太
郎
に
偲
へ

、
授
業
開
始
の
九
日
に
検
査
と
い

ふ
段
取
に
な
り
、
鈴
川

〔
信
一
〕
赦
務
主
任
、
和
田
英
作
、
中
村
勝
治
郎
三

氏
が
集
會
所
に
陣
取
っ
て
待
っ
て
ゐ
た
、
所
が
モ
デ
ル
も
宮
崎
幾
太
郎
も
来

な
い
の
で
急
使
を
宮
崎
の
許
に
遣
は
し
た
け
れ
ど
出
て
来
ず
、
西
村
監
視
が

行
っ
て
説
い
た
が
出
頭
し
な
い
、
為
に
學
校
で
は
大
狼
狽
、
同
日
は
辛
く
も

数
授
の
蒲
縫
を
為
し
て
お
茶
を
濁
し
た
が
、
爾
束
モ
デ
ル
の
募
集
を
直
接
に

行
ふ
事
に
し
て
、
目
下
狂
奔
中
で
あ
る
、
と
聞
い
た
千
住
の
某
は
直
ぐ
『
男

女
モ
デ
ル
ロ
入
案
内
所
』
の
看
板
を
出
し
た
と
い
ふ
、
素
早
い
事
だ
ー
生
徒

監
大
村
西
崖
氏
は
曰
く
『
今
日
の
如
く
モ
デ
ル
の
供
給
に
不
自
由
を
感
じ
な

か
っ
た
の
は
、
幾
太
郎
の
母
故
宮
崎
き
く
の
努
が
興
つ
て
力
あ
る
か
ら
引
績

▲
幾
太
郎
を
し
て
モ
デ
ル
を
供
給
さ
せ
、
給
料
は
幾
太
郎
の
手
を
鰹
て
支
彿

は
せ
る
こ
と
に
し
て
あ
る
の
だ
、
幾
太
郎
に
多
少
の
誤
解
も
あ
り
、
何
者
か

の
数
唆
も
あ
ら
う
が
、
自
分
も
出
頭
せ
ず
モ
デ
ル
も
出
頭
さ
せ
な
い
の
は
不

都
合
で
あ
る
か
ら
、
同
人
の
出
入
を
差
止
む
る
と
共
に
、
モ
デ
ル
を
學
校
が

募
集
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
、
さ
う
な
っ
て
も
外
来
者
が
モ
デ
ル
を
雇

ひ
入
れ
ら
れ
る
事
、
學
校
で
使
用
し
て
ゐ
る
時
間
以
外
は
雇
は
れ
て
よ
い
事

今
迄
と
同
じ
で
あ
る
』
云

々
更
に
宮
崎
幾
太
郎
は
曰
く
『
先
月
十
八
日
』

▲
身
罷
の
検
査
を
す
る
か
ら
皆
連
れ
て
束
い
と
い
ふ
か
ら
出
来
る
だ
け
集
め

て
出
頭
す
る
と
、
身
罷
検
査
は
行
は
ず
、
只
住
所
姓
名
を
聞
き
取
っ
た
丈
で

〔川〕

あ
っ
た
、
そ
の
後
種
々
聞
き
込
ん
だ
事
も
あ
る
か
ら
鈴
木
敦
務
主
任
に
會
つ

き
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最
も
多
く
モ
デ
ル
を
使
用
す
る
洋
聾
科
に
郊
外
窃
生
を
課
し
て
居
る
▲
同
校

た
だ

て
訊
し
て
見
る
と
、
そ
の
口
振
り
で
モ
デ
ル
の
雇
入
を
自
分
の
手
か
ら
奪
つ

て
了
ふ
精
誹
で
あ
る
か
ら
、
八
日
に
私
は
學
校
に
出
頭
せ
ず
、
モ
デ
ル
に
劉

し
て
も
行
き
た
い
者
は
行
け
と
云
っ
た
が
行
っ
た
者
は
な
か
っ
た
、
學
校
の

方
で
は
卒
業
生
で
な
け
れ
ば
學
校
へ
束
て
、
モ
デ
ル
を
撰
揮
し
て
は
な
ら
ぬ

と
い
ふ
か
ら
、
私
共
で
は
出
入
の
各
先
生
へ
前
以
て
通
知
し
、
日
曜
毎
に
私

の
宅
ヘ
モ
デ
ル
を
集
め
需
要
に
應
ず
る
こ
と
に
し
て
ゐ
る
、
追
つ
て
は
モ
デ

ル
集
會
所
を
新
設
す
る
つ
も
り
で
あ
る
』
云
々

「
文
中
の
大
村
西
崖
発
言
と
同
一

内
容
の
平
稿
が
本
校
‘
一

（
同
月
十

一
日

『

万

朝

報

』
）

記
録
文
円
紐
に
あ
り
、
公
式
答
弁
と
み
な
し
得
る
，

モ
デ
ル
志
願
者

現
在
の
モ
デ
ル
業
者
百
人
新
應
募
者
は
十
三
人

東
京
美
術
學
校
の
モ
デ
ル
問
題
は
學
校
の
直
螢
と
な
っ
て
一
先
づ
落
着
し
た

が
今
後
果
し
て
此
の
直
螢
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
▲
元
束
モ

デ
ル
業
は
裸
騰
に
な
る
商
賣
で
あ
る
か
ら
純
潔
な
男
女
ば
か
り
を
要
求
す
る

繹
に
い
か
ぬ
事
情
の
あ
る
慮
に
、
學
校
は
骰
重
な
身
元
調
査
を
し
た
上
で
な

け
れ
ば
採
用
せ
ぬ
と
の
事
で
あ
る
か
ら
或
は
其
の
邊
に
多
少
の
困
難
は
免
れ

ま
い

▲

一
般
に
モ
デ
ル
志
願
者
は
殖
へ
て
居
な
い
、
現
在
従
事
し
て
居
る
の

は
凡
そ
百
人
位
の
も
の
で
内
女
子
八
十
人
男
子
二
十
人
の
割
合
で
あ
る
▲
女

子
の
モ
デ
ル
志
願
者
が
多
く
な
ら
ぬ
重
な
理
由
は
裸
憫
に
な
る
の
を
厭
ふ
為

め
で
、
男
子
に
優
秀
な
モ
デ
ル
を
得
ら
れ
ぬ
の
は
他
の
榜
銀
に
比
し
て
賃
金

が
安
い
か
ら
で
あ
る
▲
過
日
束
同
校
が
新
聞
廣
告
及
び
直
接
の
勧
誘
等
に
よ

つ
て
十
二
日
迄
に
得
た
志
願
者
は
僅
に
男
女
合
せ
て
十
三
名
、
果
し
て
こ
の

〔採
〕

中
か
ら
何
名
探
用
さ
れ
る
か
ま
だ
分
ら
な
い

▲
同
校
は
十
一
日
か
ら
兎
に
角

が
モ
デ
ル
周
旋
業
者
宮
崎
の
出
入
り
を
差
止
め
た
理
由
と
し
て
は
日
モ
デ
ル

業
者
に
金
の
支
彿
が
悪
い
事
口
學
校
に
は
よ
い
モ
デ
ル
を
供
給
し
て
呉
れ
ぬ

事
伺
も
う
現
在
の
時
世
で
は
モ
デ
ル
の
供
給
を
只
一
人
の
周
旋
業
者
に
任
せ

て
は
置
く
繹
に
は
い
か
な
く
な
っ
た
と
い
ふ
に
あ
る
▲
こ
れ
を
宮
崎
側
か
ら

云
は
せ
る
と
學
校
営
事
者
は
ま
だ
浜
の
宜
状
を
知
ら
な
い
で
今
日
で
も
ま
だ

モ
デ
ル
は
そ
ん
な
に
容
易
に
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
云
つ
て
居
る
▲
因

に
現
在
の
モ
デ
ル
賃
金
は
男
女
と
も
全
身
裸
憫
で
午
前
中
四
十
五
錢
、
そ
し

て
更
に
午
後
に
渉
つ
て
三
時
間
使
ふ
と
十
五
錢
増
し
に
な
る
▲
そ
れ
を
今
度

同
校
で
は
午
前
中
四
十
七
銭
と
し
午
後
に
渉
っ
た
ら
五
割
増
と
い
ふ
事
に
し

て
志
願
者
を
募
つ
て
居
る

（
同
月
十
三

日

『

都

新

聞
』
）

モ
デ
ル
と
い
う
職
業
は
裸
体
を
人
前
に
晒
し
、
注
文
に
応
じ
て
ボ

ー
ズ
を
と

り
、
し
か
も
割
合
い
重
労
働
で
賃
金
が
安
い
の
で
志
願
者
は
少
な
い
。
良
い
モ

デ
ル
を
必
要
な
だ
け
集
め
る
の
は
容
易
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

採
用
担
当
者
は
そ
こ
に
人
間
社
会
の
縮
図
を
見
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
大
正

六
年
四
月
十
二
日
に
は

赤
兒
を
負
っ
た
女
房
が
十
六
七
歳
の
娘
を
伴
れ
て
来
て
『
こ
れ
で
も
モ
デ

ル
に
な
り
ま
せ
う
か
』
と
心
配
さ
う
に
訊
い
た
が
『
結
構
、
女
房
で
も
赤
兒

で
も
モ
デ
ル
に
な
り
ま
す
よ
』
と
云
は
れ
て
ホ
ッ
ト
一
安
心
し
て
蹄
つ
た
の

あ
は
せ

が
あ
っ
た
正
午
頃
に
来
た
廿
七
八
の
丸
髯
は
縞
お
召
縮
緬
の
袷
に
羽
織
と

い
ふ
新
造
好
み
、
そ
の
外
束
髪
に
水
浅
黄
縮
緬
紋
付
の
弱
織
を
着
流
し
て
襟

か
う
も
り

の
ス
カ
ー
フ
を
風
に
魏
し
な
が
ら
白
茶
長
柄
の
洋
傘
に
オ
ペ
ラ
バ
ッ
グ
を
提
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備考

| 

同裸憫同着衣

^ 全 半^ 全^ 半^
日 日 日 日
、一 、ーノ 、一 、一ノ

ヽ ヽ ヽ ヽ
円男

七 五 四 三—銭しー一＇五〇五〇

ヽ ヽ ヽ ヽ
円女

七四四 三
一七五 0

小

ヽ ヽ ヽ ヽ
円児

四―--
． 以満

下十
五 0 0 0 

‘-—歳/ 

記 モ
デ
ル

日
給
増
額
ノ
件
伺

モ
デ
ル
日
給
額
左
記
之
通
改
正
相
成
可
然
哉

も
と
で

げ
て
ゴ
ム
草
履
で
し
な
／
＼
来
た
令
嬢
風
も
あ
っ
た
男
で
は
苦
學
の
資
本

を
裸
で
得
た
い
と
い
つ
て
来
た
廿
二
三
の
青
年
も
あ
っ
た
位
で
少
い
な
が
ら

も
千
差
萬
別
で
あ
っ
た
」

と
い
う
よ
う
に
、

こ。t
 

（
四
月
十
三
日
『
や
ま
と
新
聞
』
）

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
か
か
え
て
応
募
し
て
き
た
人
が
あ
っ

次
に
モ
デ
ル
採
用
に
関
す
る
参
考
資
料
（
「
自
明
治
四
十
四
年
一
月
至
年
月
教
務
内

規
、
諸
規
定
書
類
教
務
掛
」
所
収
）
を
掲
げ
る
。

一
、
装
束
着
用
ノ
場
合
ニ
ハ
裸
證
卜
同
額
ヲ
給
ス

二
、
半
日
裸
閥
半
日
着
衣
ノ
場
合
ニ
ハ
裸
髄
全
日
分
ヲ
給
ス

〔
大
正
六
年
四
月
七
日
立
案
。
発
令
日
記
入
は
無
い
が
、
同
日
発
令
と
考
え
ら
れ

る
。〕

（
豫
備
金
）

卒
業
製
作

製窯臨解圏工師闘回

版員剖案範案

科科時學科業科画科

芙
、i(O

彫

刻

科

六
、
エ0

西
洋
画
科

――-g七
、〈O

――10
、
一ヰ

老
、芸

――――-
、九〇

匹品
、吾

―――
老
、
8

―10‘一一写

会
、九〇

芸
、
8

公
、六写

尭
0

、0
写

g-
K
‘
10 

翌
、l
―-写

――――-
、〈立

=10
‘――立

K
、九0

盈
、
九
〇

写七
、九0=10四
、六
0

六
‘
10

翌
、
六〇

翌
、
一写―
IOI
―-、
〈五

丞

、
8
-
―七
0
、
翌

一七
、
登

――-‘
-K-

一九べ
0

憂
、
〈エ

l

-

―-‘
―10 

醤六
‘―10一写0―-
、芸

翌
七
‘
10

I~全
、

益

八
邑
0
、O
O
V

八
翌
0
、
8
>

八

忌

、
8
>

八
一
立
〇
、
8
>

八―――立
、
8
>

]

八

喜

＞

八

益

、
8
>

., 

〔表中八＞は大正六年四月九日立案（発令）各科配当額伺による。〕

画は 各

ム口

科 科 計
別

且 元大
合 呉円 年正
翌 云銭

度

ニ大
芙 合 年正
宜 芭

度

巽 員
三大

誓正
嚢 芸

四大
穴

四

宍 塁正
芸

Cブ二）

克
益

五大
8 は正

哭八

＾ 藝
塁 § 、J I 、六畠/大正弓

偏
入
モ
デ
ル
賃
金
支
出
酒
年
額
調
（琴
旺
這
ば
瞑
5
)
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備
考 計

lJ ヽ 区

女 男

一
、
新
志
願
者
中
合
格
者
ノ
割
合
紗
ナ
キ
ハ
体
格
検
査
当
日
欠
席
者
ア
リ
シ

為
メ
ナ
リ

二
、
体
格
検
査
未
済
ノ
者
旧
モ
デ
ル
女

一
、
新
モ
デ
ル
男
女
一
名
ア
リ
（
以

上
ハ
合
格
見
込
ノ
モ
ノ
）

三
、
体
格
検
査
ハ
旧
モ
デ
ル
ニ
射
シ
テ
ハ

三
月
一
八
日
二

、
新
モ
デ
ル
ハ
四

月
十
六
日
同
二
十
三
日
ノ
両
日
二
之
ヲ
行
ヘ
リ

四
、
モ
デ
ル
募
集
ハ
四
月
十
一
日
以
後
三
回
新
聞
二
廣
告
ス

④

臨
時
写
真
科
第
一
回
展
覧
会

「
東
京
美
術
学
校
近
事
」

(722
頁
参
照
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
正

六
年
四
月
十
三
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で
臨
時
写
真
科
は
第
一
回
作
品
展
覧
会

を
本
校
で
開
催
し
、
同
科
創
設
以
来
の
成
果
と
参
考
品
を
一
般
公
開
し
て
好
評

を
薄
し
た
。
同
年
同
月
十
五
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に

報
じ
て
い
る
。

児
（
女
） 分

口
旧

新

I— -,— 
九

゜七
〇

九

゜四

10 

合

格

者

数

[
 ＇ 

10 

二
五

九

九

一
五

旧

新

I=='  

モ
デ
ル
志
願
者
員
数
謳
分
表

モ
デ
ル
証
交
付
数

一七

゜
四

四 旧

新

大
正
六
年
四
月
二
十
四
日
調

●
電
氣
で
送
っ
た
｛
島
員
も
あ
る

◆
美
術
犀
校
の
展
覧
會

〔臨
時
写
真
科
〕

東
京
美
術
學
校
に
寓
慎
科
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
早
く
も
二
年
の
月
日
は
流
れ

て
営
時
の
第
一
期
生
た
る
今
の
三
年
級
及
び
二
年
級
の
全
髄
は

▲
其
の
作
品
八
十
五
貼
を
提
げ
て
十
三
日
か
ら
三
日
間
第
一
回
展
覧
會
を
開

ぎ
合
せ
て
同
科
の
諸
設
備
を
公
開
し
て
居
る
、
第
一
室
は
泰
西
名
盪
の
窯
員

を
陳
列
し
第
二
室
に
は
學
術
的
方
面
に
應
用
さ
れ
た
｛
島
員
を
列
べ
て
あ
る
、

其
中
に
は
山
極
〔
勝
三
郎
〕
博
士
が
研
究
の
人
工
的
癌
種
の
顕
微
鏡
窯
員
を

初
め
金
燭
破
面
若
く
は
岩
石
の
顕
微
鏡
窯
員
〔
ヽ
〕
着
色
窟
員
、
天

腔

窃

置
、
X
光
線
窯
慎
等
あ
る
が

▲
最
も
注
目
す
べ
き
は
伯
林
の
ロ
カ
ー
ル
ア
ン
ツ
ア
イ
ゲ
ル
社
よ
り
巴
里
の

リ
ラ
ス
ト
ラ
シ
オ
ン
社
へ
僅
々
十
分
間
で
送
電
し
た
と
い
ふ
獨
逸
＿帝
図
議
會

副
議
長
の
窯
員
で
あ
る
第
三
室
は
特
種
の
窃
員
に
用
ふ
べ
き
多
く
の
機
械

例
せ
ば
ク
ロ
モ
ス
コ
ー
プ
、
二
色
版
機
、
バ
ノ
ラ
マ
｛
鳥
員
、
活

動

窯

員

機

〔ヽ

〕
顕
微
鏡
寓
員
機
及
び
分
光
器
、
シ
ャ
イ
ナ
ア
氏
惑
光
計
な
ど
い
ふ

▲
機
械
を
も
陳
列
し
て
あ
る
か
ら
専
門
家
は
元
よ
り
一
般
の
人
と
雖
も
十
分

寓
員
と
い
ふ
も
の
4

知
識
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
第
四
室
は
新
作
品
展

覧
會
場
で
可
な
り
藝
術
的
の
も
の
が
多
く
失
題
（
中
山
岩
太
）
冬
の
夕
暮

（
荻
原
義
彦
）
某
氏
の
肖
像
（
成
田
隆
吉
）
歌
へ
る
子
等
（
同
人
）
等
特
に

畢
げ
た
い
と
思
ふ
此
他
入
口
の
参
考
品
室
に
は
ゴ
ム
｛
鳥
員
の
輸
入
者
と
し

く
ろ
う
と
は
だ
し

て
玄
人
銑
足
と
い
ふ
本
野
〔
一
郎
〕
外
相
の
作
品
が
七
八
貼
と
デ
ュ
マ
シ

イ
、
ビ
ュ
ー
ヨ
ー
な
ど
い
ふ
有
名
な
外
國
人
の
作
品
を
並
べ
更
に
製
版
工
場

だ
の
コ
ロ
ク
イ
プ
版
室
、
三
色
版
室
等
悉
く
公
開
し
て
見
せ
て
居
る
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